
 

 

 

 

 

令和６年度 地域経済動向調査報告書 

 

 

RESAS 分析報告 

 

経営発達支援計画に基づき、地域の小規模事業者の持続的な発展と地域循環型経済の実現を目指し、国が提供

する地域経済分析システム（RESAS）によりビックデータを抽出・加工・分析し、管内事業者に向けた統計デー

タを作成、公表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年１月３１日 豊後高田商工会議所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



地域経済循環図は、地域の経済活動を把握するために、「生産」「分配」「支出」の 3 つの経済活 動を通じ

て、お金が循環し、原則としてその 3 つの金額が等しくなること（三面等価）を一覧表示し て確認できるよ

うにしたものです。 

 

この図は、2018 年の豊後高田市の地域経済循環図です。地域経済循環率は 80.7%であり、これは市内で生産

された価値のうち、80.7%が市内で再投資されていることを示しています。地域経済循環率とは、生産（付加価

値額）を分配（所得）で除した値で、地域経済の自立度を示します。地域経済循環率が低いほど、他地域から

流入する所得に対する依存度が高くなります。 

図は、生産（付加価値額）、分配（所得）、支出の 3 つの側面から地域経済の循環を示しています。 

 

生産（付加価値額） 

第 1 次産業、第 2 次産業、第 3 次産業のそれぞれの生産額が示されています。 

 

分配（所得） 

市内で生産された付加価値が、雇用者所得とその他所得に分配される様子が示されています。 

 

支出 

民間消費額、民間投資額、その他支出が示されています。 

地域外からの支出流入と、地域外への流出も示されています。 

 

 

 

次に産業構造を見ていきます。 

各産業の生産額を見ることで、市の基幹産業や産業構造を把握することができます。 



 

この図からは、豊後高田市の主要な産業とその生産規模、そして移輸出入の状況を把握することができま

す。 

 

主要産業: 図を見ると、はん用・生産用・業務用機械器具製造業が最も大きなブロックを占めており、市の基

幹産業であることがわかります。 

その他製造業: その他の製造業も大きな割合を占めており、製造業が市の経済を牽引していることがわかりま

す。農業も重要な産業の一つであり、生産が盛んであることがわかります。建設業も一定の規模があり、市の

インフラ整備などに貢献していると考えられます。 

 

 

次の図は、2018 年における豊後高田市の付加価値額（総額）を産業別に可視化したものです。 

概要 

図の中央に位置する大きな四角いブロックは、豊後高田市の付加価値額（総額）784 億円を表しています。 

その周りには、主要な産業分野がそれぞれの付加価値額に応じてブロックの大きさで示されています。 

各ブロックには、産業名、付加価値額（億円）、主な製品・サービス名が記載されています。 



 

この図からは、豊後高田市の主要な産業とその付加価値額、そして移輸出入の状況を把握することができま

す。 

 

主要産業: 図を見ると、はん用・生産用・業務用機械器具製造業が最も大きなブロックを占めており、市の基

幹産業であることがわかります。その他製造業: その他の製造業も大きな割合を占めており、製造業が市の経済

を牽引していることがわかります。公務も比較的大きなブロックを占めており、公共サービスが地域経済に貢

献していることがわかります。保健衛生・社会事業も重要な役割を担っており、市民の福祉を支えていること

がわかります。 

 

 

次の図は、2018 年における豊後高田市の雇用者所得（総額）を産業別に可視化したものです。 

概要 

図の中央に位置する大きな四角いブロックは、豊後高田市の雇用者所得（総額）429 億円を表しています。 

その周りには、主要な産業分野がそれぞれの雇用者所得額に応じてブロックの大きさで示されています。 

各ブロックには、産業名、雇用者所得額（億円）が記載されています。 



 

この図からは、豊後高田市の主要な産業とその雇用者所得額、そして移輸出入の状況を把握することができ

ます。 

 

主要産業: 図を見ると、保健衛生・社会事業が最も大きなブロックを占めており、市の基幹産業であることが

わかります。その他の製造業: その他の製造業も大きな割合を占めており、製造業が市の経済を牽引しているこ

とがわかります。建設業も比較的大きなブロックを占めており、インフラ整備などに貢献していると考えられ

ます。小売業も重要な役割を担っており、市民の消費活動を支えていることがわかります。 

 

 

 

 

 

次にまちづくりマップ Fromto 分析で人の動き等を見ていきます。 

 

 



 

 

この図からは、豊後高田市の滞在人口の地域別構成の特徴を把握することができます。 

 

県内滞在が圧倒的: 滞在人口の 96%以上が大分県内からの滞在者であり、豊後高田市が地域住民の生活圏の

中心となっていることが示唆されます。 

県外からの滞在者は福岡県が最多: 県外からの滞在者のうち、約 78%が福岡県からの訪問者です。地理的な

近さや経済的なつながりが影響していると考えられます。 

その他の県からの滞在者も: 山口県、大阪府、長崎県、熊本県、東京都、兵庫県など、福岡県以外の県からの

滞在者も一定数存在します。観光やビジネスなど、様々な目的で豊後高田市を訪れている可能性があります。 

 

次に産業構造マップで産業の現状などを見ていきます。 



 

 

この図は、大分県豊後高田市の 2021 年における産業別の労働生産性、従業者数、付加価値額の関係を示した

ものです。全国および大分県の平均労働生産性も示されており、豊後高田市の状況を比較することができま

す。 

 

概要 

図: 縦軸に労働生産性（千円/人）、横軸に従業者数（人）をとり、各産業をプロットしています。 

プロットされた面の大きさは付加価値額（百万円）に比例しており、面が大きいほど付加価値額が高い

ことを示します。全国平均労働生産性と大分県平均労働生産性が線で示されており、豊後高田市の各産業

の労働生産性を比較できます。 

表: 各産業の労働生産性、従業者数、付加価値額が数値で示されています。 

凡例: 各産業が色分けされており、図と表で対応しています。 

 

分析 

この図からは、豊後高田市の産業構造と、各産業の労働生産性、従業者数、付加価値額の関係性を読み解く

ことができます。 

 

図からの分析 



労働生産性: 建設業、製造業の産業は、大分県平均よりも労働生産性が高いことがわかります。 

従業者数: 製造業、医療・福祉、卸売業・小売業は従業者数が多い産業です。 

付加価値額: 製造業、医療・福祉、建設業は付加価値額が高い産業です。 

分布: 労働生産性、従業者数ともに高い産業は、豊後高田市の経済を牽引していると考えられます。 

 

表からの分析 

各産業の具体的な労働生産性、従業者数、付加価値額を把握できます。 

労働生産性が高い産業でも、従業者数が少ないために付加価値額が低い場合があることがわかります。 

卸売業・小売業のように、労働生産性は低いものの、従業者数が多いために付加価値額が高い産業もありま

す。 

全体的な分析 

豊後高田市は、製造業、医療・福祉、建設業などが主要な産業であり、高い労働生産性を誇っています。 

 

 

まとめ 

豊後高田市は、製造業、医療・福祉、建設業などが主要産業であり、高い労働生産性を誇ります。特に、はん

用・生産用・業務用機械器具製造業は、市の経済を牽引する基幹産業です。しかし、移輸出入収支がマイナス

であり、市内生産額よりも移輸入額が多い点が課題です。 

・地産地消の推進: 地元の農産物や特産品を活用した商品開発を強化し、市内消費を促進します。 

・観光振興: 昭和の町などの観光資源を磨き上げ、体験型観光やワーケーション誘致を強化し、交流人口を増

やします。 

雇用者所得では、保健衛生・社会事業が大きな割合を占めます。少子高齢化に対応し、医療・福祉サービスの

充実とともに、新たな雇用創出が急務です。 

・地域包括ケアシステムの充実: 高齢者福祉施設の整備や訪問介護サービスの拡充により、高齢者の生活を支

援します。 

・医療・福祉人材の育成: 県内大学や専門学校と連携し、医療・福祉人材の育成・確保を促進します。 

 

滞在人口は県内が中心ですが、福岡県からの訪問者が多い点が特徴です。近隣地域との連携強化が重要です。 

・連携協定の締結: 福岡県内の自治体や経済団体と連携し、観光客誘致や産業振興に関する共同事業を実施し

ます。 

・交通網の整備: 福岡県とのアクセス向上に向け、公共交通機関の利便性向上や道路整備を推進します。 

 

既存産業の強化に加え、地産地消の推進、観光振興、地域連携強化などの具体策を実行することで、持続可能

な地域経済の発展を目指すことができます。 


